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タイト スカ ート の長時間着用 による 人体への影響

一平地・階段 歩行時 の下肢筋活動および疲労 感について 一
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目的：日常の運動機能性に優れた衣服の設計を目的として､、着衣による長時間の動作拘

束が人体に与える影響を解明する。 平地・階段歩行時の下肢筋活動および連続着用による

疲労感の経時的変化と、 着衣の拘束性との関係について検討した。

方法：健康な普通体型の女子学生３名を被験者とした。　実験服は、各々の腰部の体表展

開図から作成した、 脛骨点のlOCDl下までの丈でスリット明きのないタイトスカートとした。

実験服着用前と８時間継続着用後に、 平地および階段を平常速度で歩行させ、 表面電極法

により下肢の筋活動（ 大腿直筋・大腿二頭筋・前脛骨筋・誹腹筋）を導出・記録して、フ

レアースカートの場合と比較した。　また、 １日につき７時間ずつ３日間連日着用した場合

の全身の疲労症状および下肢の部位別疲労度について調査を行った。

結果：①　８時間着用によって、 平地および階段歩行時の下肢筋活動に着衣による拘束

の影響が認められた。　スリット明きのないタイトスカート着用の場合、 平地歩行時の大腿

直筋と誹腹筋、 階段上昇時の大腿二頭筋・前脛骨筋・誹腹筋、階段下降時の大腿直筋と誹

腹筋に、それぞれ８時間後の筋活動の増大傾向がみられた。

②　３日間連日着用による疲労感の調査では、「脚が重い・だるい」という症状の愁訴率

が最も高くなり、 特に下腿部後面の疲労感が強く、 誹腹筋の活動が増大していたことと一

致した。　また、着用による連日拘束の影響として、疲労の蓄積傾向がみられた。

D 102 下 肢 形 状 と ス カ ー ト 丈 と の 関 係（ 第 ６ 報　）
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目的　 下肢形状と スカ ート丈と の関係を審美面より把握するために，第１報において若

い女性の下肢形状を類型化し，代表的な下肢形状の被験者を選出し，更に第２報において

は被験者 に丈の異な るタイト スカ ートを着用させ，その美的評価についての検討を行った

結果， スカ ート丈60 ～TOcni辺りで評価がかなり変動することが明らかになった。 そこで本

報において はその要因を探るために特徴のある下肢形状を選出し， 先の研究結果と合わせ

て比較検討を行った。

方法　 前報より美的評価には下肢形状の高さ及び幅に関する項目が大きく関与 すること

が明らかになったため，着用者は身長　1 6 5 cm 以上と　150 未満の人から， 下肢 の太い者と

細い者を各２名ずつ，計8   名を選出した。なおスカート丈は，先 の結果にお いて65 ㎝す な

わち裾線が内側頭最突点位にあるスカートが低い評価を示したため，今回 のスカ ート丈 は

内側頭最突点 ，その3 cm 下，外側頭最突点， その3 CDl上，膝関 節， その３ cm上の ６段階に

設定し，前報と同様の方法で判定試料を 作成し，77 名の検査 者を用 いて， 下肢形状と スカ

ート丈が調和してい る一一していないにつ いて５段階評定 の官 能検査を行っ た。

結果　 着用者８名の評価の平均 値では，前報同様内側頭最突点位 におけ る評価が最 も低

い値を 示した。　ま吹 ， 着用 者毎 の評価にお いて も内側 頭最突点～膝 の形状が極端に太くな

っている着用者を除 くと同 様の結 果であ った。 更に身長が高く下肢 の細,い 着用者 は，高い

評価を 得て いるが，身長が 低く下肢 の太 い着用 者の評価 はか なり低いといえる。なお今回

のスカ ート丈 の中で は膝関 節及 びその3 cm 上の丈が最 も高い評価を得た。


